
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

福
津
市
で
、
経
済
的
な

理
由
で
「
就
学
援
助
」
を

受
け
て
い
る
小
中
学
生
が

６
６
４
人
も
い
ま
す
。
全

体
で
、
４
４
３
７
人
な
の

で
約
１
５
％
に
も
な
り
ま

す
。 ま

た
、
国
民
健
康
保
険

加
入
世
帯
で
、
短
期
保
険

証
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
２
７
８
人
で
す
。 

 

福
津
市
の
児
童
一
人
当

た
り
（
小
一
か
ら
小
三
年

生
ま
で
で
み
る
と
）
の
医

療
費
の
自
己
負
担
額
は
年

間
平
均
２
．
４
万
円
も
か

か
っ
て
い
ま
す
。 

無
料
化
が
拡
充
さ
れ
れ

ば
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ

て
大
助
か
り
で
す
。 

    

「
医
療
崩
壊
か
ら
脱
出
す
る
た

め
に
は
、
身
近
な
医
療
機
関
が

健
全
に
存
続
し
、
国
民
が
経
済

的
負
担
に
お
び
え
る
こ
と
な

く
、
い
つ
で
も
医
療
機
関
に
か

か
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
求

め
ら
れ
ま
す
」。 

す
べ
て
の
世
代
の
医
療
費
の

患
者
負
担
の
軽
減
措
置
と
と
も

に
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を
要
望

し
ま
す
。 

（
平
成
２
３
年
度
概
算
要
求
へ

向
け
て
の
要
望
書
） 

日
本
医
師
会 

 

 

病
気
に
な
っ
た
時
に
、
病
院
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三
割
自
己
負
担
は

家
計
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

経
済
的
な
理
由
で
診
療
抑
制
な
ど
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
心
配
な
し
に
病
院

に
か
か
れ
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。 

 

 
瓜
食
（
は
）
め
ば
子
ど
も
思
ほ
ゆ 

栗

食
め
ば
ま
し
て
偲
は
ゆ
（
略
）・
・
・
・ 

 

銀
（
し
ろ
が
ね
）
も
金
（
く
が
ね
）
も

玉
も
何
せ
む
に 

ま
さ
れ
る
宝 

子
に 

し
か
め
や
も 

昨年６月号の市議会ニュースで建設計画をお知らせしていました

が、現況をお知らせします。 

津屋崎の塩田跡地に建設中の太陽光発電所は、4000ｋｗ（今年３月

完成）と 2000ｋｗ（今年夏完成）合わせて 6000ｋｗとなり、県内で

最大規模の太陽光発電所となります。 

 

福
津
市
の
人
口
は
平
成
２
２
年
１
２

月
で
は
（
５
万
６
２
９
５
人
）、
県
下
で

唯
一
減
少
傾
向
で
し
た
が
、
平
成
２
４

年
１
２
月
現
在
（
５
万
７
０
７
８
人
）

と
増
加
傾
向
に
転
じ
ま
し
た
。 

 

旧
津
屋
崎
町
地
域
の
転
入
が
目
立
ち

ま
す
。
今
後
、
福
間
駅
東
の
整
備
が
完

了
し
ま
す
と
、
さ
ら
に
人
口
の
伸
び
が

加
速
し
ま
す
。 

現
在
、
地
域
的
に
は
１
５
０
人
前
後

の
子
ど
も
た
ち
が
希
望
す
る
近
く
の
認

可
保
育
所
に
入
れ
な
く
、
遠
い
保
育
所

行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
市
全
体

で
は
３
９
人
が
認
可
保
育
所
に
入
れ
な 

 
 

い
状
況
で
す
。
子
ど
も
を
安
心
し
て
生

み
育
て
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
保

育
所
の
増
設
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

福
島
第
１
原
発
事
故
後
、
広
範
な
地

域
で
続
く
放
射
能
汚
染
な
ど
「
異
質
な

危
険
」
に
「
原
発
ゼ
ロ
」
は
大
き
な
世

論
で
す
。 

 
 

環
境
へ
優
し
い
市
へ
、
自
然
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
抱
負
な
福
津
の
海
を
利
用

し
た
大
規
模
な
（
原
発
規
模
）
洋
上
風

力
発
電
所
の
建
設
を
検
討
、
す
す
め
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

提
案
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

 

こ
れ
ら
の
取
り

組
み
で
地
域
を
豊

か
に
す
る
、
夢
や

ロ
マ
ン
を
実
現
す

る
行
政
や
市
民
の

取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 


